
人・自然・文化がおりなす
活力とやさしさのあるまち 飛驒高山

　市では、このたび平成27年度から10年間のまちづくりの指針となる第八次総合計画を策定しました。
本市の魅力、財産である「人」・「自然」・「文化」がさまざまな形で組み合わさり、活かし合うことにより、
新たな活力や元気が生まれるとともに、やさしさがあり、幸せが感じられるまちを目指してまいります。

市をとりまく社会情勢
◆人口減少・少子高齢化が本格的に進展しています
◆経済環境が大きく変化しています
◆環境、エネルギー問題が顕在化しています
◆人々の安全、安心意識が高まっています
◆人々の価値観やライフスタイルが多様化しています
◆地方をとりまく財政状況が深刻化しています

10年後の高山市の人口は？
　本市の人口は、計画初年度の平成27年に９万人を割り込
み、計画期間中は年間800人程度の減少が見込まれます。
　生産年齢人口は、平成22年と比べ、１万人以上減少し、労
働人口の減少に伴う産業構造の変化、経済活動の縮小、税
収の減少などの影響が予想されます。
　老年人口は、平成22年と比べ、約3,200人増加し、３人に１
人以上が高齢者となります。医療、介護、年金などといった社
会保障経費の増加などの影響が予想されます。
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●高山市第八次総合計画

H22
（2010）

実績値
〈国勢調査〉

※H22は年齢不詳分を除く

推計値

（人）

100,000 92,633 89,797 85,887
81,757

25,025
（27.0％）

27,795
（30.9％） 28,601

（33.3％） 28,181
（34.5％）

54,341
（58.7％）

49,994
（55.7％） 46,753

（54.4％）
44,156
（54.0％）

13,267
（14.3％）

12,008
（13.4％）

10,533
（12.3％）

9,420
（11.5％）

80,000

60,000

40,000

20,000

0
H27

（2015）
H32

（2020）
H37

（2025）

老年人口
65歳～

生産年齢人口
15歳～64歳

年少人口
～14歳


